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【本システム使用上の注意点】 

本システムを使用した結果およびそのあらゆる影響について，開発元である農業・食品産業技術総

合研究機構，鳥取県農業試験場，鳥取大学，(有)アドバンネットに一切の責任はないものとさせていた

だきます。 

本システムの使用に当たっては，使用者ご自身の責任の下での使用になることを承諾いただいてい

るものとさせていただきます。これに同意できない場合は，本システムを使用いただくことはできま

せん。 

 

【本書内のシステム画面写真】 

本書内で使用している画面は，開発中のものですので，実際とは異なっている場合があります。そ

の場合は，本書の説明と実際の画面とを対比しながら適宜読み替える必要があります。 

 

【サンプル地図の空中写真】 

本システムのサンプルとして提供されている「近中四農研サンプル」データの背景図に使用してい

る空中写真は以下の承認を受けたものです。本システムのサンプルデータとしての利用以外の利用は

できません。 

「この空中写真は、国土地理院長の承認を得て、同院撮影の空中写真を複製したものである。（承認

番号 平 18総複、第 681号）」 
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はじめに 

作業計画・管理支援システム（PMS）とは？ 

「作業計画・管理支援システム（PMS）」（以下，本システム）は，多数の圃場を管理

しながら水稲をはじめとする農作物を生産している農家・農家集団・集落型経営体・農

業法人などを対象として，圃場の管理や作付け・栽培・労務管理などで日々発生する様々

な情報（データ）を，圃場マップを用いてマップ上で視覚的かつ統一的に管理できるよ

うに設計・開発された Windows PC（パーソナルコンピュータ）用のソフトウェアです。 

一口に圃場管理・栽培管理などと言ってもその内容は多岐に亘るのですべてを記すこ

とは困難ですが，おおよそ以下のような情報（データ）を取り扱うことができます。 

 

 圃場の区画形状情報（GIS互換のポリゴンシェープ） 

 圃場に付帯する情報（所有者，地番，面積，土地利用，水利，・・・など） 

 圃場所有者・耕作者・作業者についての情報 

 作物情報（栽培・管理する作物名・品種名など） 

 栽培資材情報（使用する肥料名・農薬名など） 

 圃場毎の作付情報 

 圃場毎の日々の栽培管理作業情報（作業状況，資材使用状況，など） 

 圃場毎の土壌成分情報 

 圃場毎の収穫・出荷物の品質情報 

 生産物のロット単位情報 

 

これらの情報（データ）に基づいて，たとえば，以下のような営農上の情報管理・意

思決定支援が可能です。 

 

 圃場地図上での視覚的なデータ管理（主な管理内容は以下） 

 農地管理，水利管理，土壌成分管理 

 作付計画作成・管理（品目・品種），品質管理（収量・等級など） 

 施肥・防除計画による資材必要量積算 

 作業受託を含む日別作業計画作成，作業進捗・実績（履歴）管理 

 労務管理（日別作業予定，作業指示・報告，作業実績，圃場別作業履歴） 

 生産資材在庫管理（入庫，出庫，棚卸，経費） 

 製品出荷管理（製品～出荷工程管理） 

 蓄積データに基づく書類作成支援（データ抽出） 

 

知っておくべきこと（前提条件） 

本システムは Windows PC（Windows OSを搭載したパーソナルコンピュータ）用の

ソフトウェアです。本システムを使用するためには，お使いになる Windows PC の基本

的な知識・操作法などを知っている必要があります。具体的には，電源の投入法，画面

の見方，キー入力・マウス操作，ソフトウェアの起動・終了，プリンタの接続・印刷，

電源の切り方などです。 
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本システムの使用に当たっては，お使いの PC（Windows PC）の操作説明書や，使い

慣れた方からの手ほどきなどによって，基本的な操作ができるものとします。 

また，本システムには圃場地図を取り扱うための地図データ作成・編集機能が含まれ

ています。本システムで地図データの作成・管理を行う場合には，日本国内における地

図取り扱いに関する若干の知識が必要となります。具体的には，本システムに含まれて

いる地図データ作成・変換プログラムなどを使用する際に，画面表示される項目や選択

枝に地図座標系や縮尺，画像解像度といった地図作成に必要ないくつかの用語・概念が

登場します。必要に応じて，国土地理院のサイト（http://www.gsi.go.jp/）や(財)日本地

図センターのサイト（http://www.jmc.or.jp/）などを参照して，用語の意味や背景知識を

身につけてください。 

機能別概略手順ガイド（本書）について 

本書は，本システムを使い始めようとする際に最初に目を通していただくことを前提

に，本システムのインストール（セットアップ）から動作に必要な最低限のデータの準

備，利用目的別の概略操作手順を説明しています。実際に操作する前に本書で大まかな

操作の流れを理解しておくことで，以後のスムースな操作手順が習得できることを意図

して構成されています。 

本書はこれらの概略手順を主要画面とともに説明していますが，具体的かつ詳細な操

作手順は説明していません。詳細な操作手順については個別のガイドが用意されている

ので，該当するガイドを参照しながら操作してください。 

その他のユーザガイドについて 

本システムでは，本書の他に以下のユーザガイド（取説）が用意されています。詳細

操作手順については，目的・場面に応じてそれぞれのガイドを活用してください。 

 

 インストールガイド--------- 本システムの動作に必要なシステム構成・要件や導入手順

（インストール），最初の起動，システム全体の操作手順

概略，アンインストール方法などが説明されています。本

システムをインストールする際に利用します。 

 圃場地図作成ガイド--------- 本システムで使用する圃場地図（デジタルデータ）の元と

なるデータの入手手順，圃場地図の作成方法などが説明さ

れています。本システムのインストールに続いて，圃場地

図を作成する際に利用します。 

 初期設定ガイド -------------- 作業計画・管理の対象となる管理ファイルを登録・管理し，

マスタデータと呼ばれる基本情報を登録・管理する方法・

手順が説明されています。圃場地図の作成に続いて，管理

ファイルやマスタデータを作成・入力する際に利用します。 

 作業計画管理ガイド--------- 本システムの中核となる作業計画管理手順が説明されて

います。これまでに作成された圃場地図や管理ファイル・

マスタデータに基づき，システム内に用意された各種台帳

に対してデータ入力・確認・表示・印刷などの操作を日々

行いながら栽培管理を進めていく際に利用します。 

 作業計画計算ガイド--------- 水稲の春作業（代かき・田植え）および秋作業（収穫）を

対象とした当初計画・実行計画を作成する手順が説明され
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ています。水稲の農繁期前にこれらの期間を通じた作業計

画を作成する際に利用します。 

 在庫管理ガイド -------------- 生産資材（肥料・農薬・種苗・燃料・その他）の入出庫を

含む在庫管理操作手順が説明されています。在庫管理の対

象となる生産資材は初期設定でマスタデータ登録され，栽

培作業進捗に伴い出庫されるので，初期設定ガイド，作業

計画管理ガイドと併せて利用します。 

 周辺ツールガイド ----------- これまでのガイドに含まれていないその他の各種ツー

ル・プログラム（書類作成，圃場 DBアップデータ／バッ

クアップ・リストア，農薬 DB管理ツールなど）について

の操作手順が説明されています。 

 圃場 DBクエリガイド ------ 本システムのデータが保存されている圃場DBデータベー

スから必要なデータを抽出するためのクエリ文を定義し，

データを抽出してエクセルファイルに出力する「クエリビ

ルダ」の操作手順が説明されています。また，圃場 DBデ

ータベースのデータ構造についても説明されています。 

 

本書利用上の注意点 

本書において本システムの操作説明等に使用しているシステム画面（画像）は，本シ

ステム開発時点のものであり，実際の画面と異なっている場合があります。その場合は，

実際の画面表示に従って，本書の説明を適宜読み替えて使用してください。 

また，本システムは随時更新・改訂されるので，本システムについての最新情報や更

新・改訂版については，以下の本システムサポートサイトでチェックしてください。 

 

作業計画・管理支援システム（PMS）サポートサイト 

URL: http://www.aginfo.jp/PMS/ 

 

2013年 3月版の変更点 

概略操作手順のうちマスタデータ作成および台帳データ管理について，作成内容・利

用目的などの説明が追加されました。また，レポートデザイナについての紹介，圃場図

と土地台帳の関係（雑学），管理ファイルの承継・複写（雑学）についての記述が追加さ

れています。 

2014年 5月版の変更点  

2014 年公開のパッケージ（ビルド 8605）およびそれ以降の開発途上版（ベータ版）

に基づき，説明が更新されています。また，Windows XP が動作対象から外れたため，

説明用の画面ショットが Windows 7上のものに更新されています。 
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作業計画・管理支援システムの利用手順 

概略使用手順 

本システムを使用する大まかな手順は以下のとおりです。 

１．システムをセットアップ（インストール）する 

セットアップ要件およびセットアップ手順・操作の詳細については「インストールガ

イド」を参照してください。 

 

  
図 1 本システムのセットアップ 

 

２．圃場地図を作成する 

圃場地図の元データを入手し，背景図と圃場図を作成します。詳細については「圃場

地図作成ガイド」を参照してください。 

 

  
図 2 圃場地図作成ソフトによる背景図・圃場図作成 

 

 

本システムでは，GIS（地理情報システム）分野の大手企業である ESRI社が提唱して

いるワールドファイルを伴う画像（ラスタ）ファイルを背景図ファイルとして使用し，

シェープファイルを圃場図ファイルとして使用しています。 

これらの圃場地図ファイル作成には，本システムに付属の「ワールドメーカー

（WldMaker）」，「シェープメーカー（ShapeMaker）」を使用できます。 
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３．管理ファイルを作成する 

本システムによるデータ管理の基本となる「管理ファイル」を作成します。通常，一

作単位，一年単位，会計年度単位など，営農・栽培管理上の単位期間ごとに一つの管理

ファイルを作成します。詳細については「初期設定ガイド」を参照してください。 

 

  

図 3 初期設定ソフトによる管理ファイルの登録・管理 

 

４．管理ファイルへ圃場地図を登録する 

手順３で作成した管理ファイルに手順２で作成した圃場地図ファイルを登録（関連づ

け）します。詳細については「初期設定ガイド」を参照してください。 

 

 

図 4 管理ファイルへの圃場地図の登録 

 

 

この操作により，管理ファイルと圃場地図が対応付けられます。計画管理プログラム

で管理ファイルを開くと，管理ファイルに指定されている圃場地図（背景図・圃場図）

が読み込まれ表示されます。背景図にはラスタ形式（TIFF, JPEG, Bitmap 形式）の他に

ベクトル形式（ESRIシェープ，CAD形式）も指定できます。 
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５．マスタデータ（基本情報）を入力する 

農家情報や栽培する作物（品種）の情報，使用する機械・道具類や資材（肥料，農薬，

種子，燃料，その他一般など），作物ごとの栽培作業や作業者の情報，生産される製品・

商品の情報など，本システムで管理対象となる事項の一覧データ（「マスタデータ」と呼

びます）を入力します。詳細については「初期設定ガイド」を参照してください。 

初期設定では図 5 のボタン名で示された項目を登録できます。主な登録画面の例は図

6～図 19以下のとおりです。 

 

  

図 5 「初期設定」プログラムによるマスタデータ登録 

 

農家マスタ 

「農家・取引先情報（農家マスタ）」の登録画面（図 6）では，農地の所有者（地主）

や耕作者，資材の仕入先や製品の販売先（顧客）などの個人・法人組織情報を登録管理

します。また，個人や法人，地主や取引先などの分類情報も併せて登録管理できるよう

になっているので，情報の用途・目的別に整理して個人・法人情報を登録できます。 

さらに，農家マスタには本システムが機能的に使用するいくつかのチェックボタン項

目があります。これらはそのチェックの有無によって，台帳入力時のドロップダウン選

択肢に表示されたりされなかったりという設定が可能となっています。たとえば，「組合

員」チェックがあれば土地台帳の所有者欄に表示されますが，チェックが無ければ表示

されない，などです。そういった機能的属性も踏まえて農家マスタを作成します。 

 

 

図 6 農家・取引先情報（農家マスタ）の登録 
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作物マスタ 

「作物・品種情報」の登録画面（図 7）では，作物（作目）名と品種名を作物ごとに分

けてそれぞれ登録します。一つの作物には最低一つの品種が登録されなければなりませ

ん（一つも品種が登録されていない状態になるとその作物は自動的に削除されます）。 

後述の作業マスタ登録では，一連の作業名を作物ごとに登録します。品種ごとに異な

る作業体系（作業名一覧）を登録することはできないので，作業体系（作業名一覧）も

念頭に置きながら，作物名と品種名を登録する必要があります。 

 

 
図 7 作物・品種情報（作物マスタ）の登録 

 

また，作物・品種情報は圃場・区画に対する利用情報という意味合いがあります。圃

場区画に対しては作物を対応づけることで作付けという土地利用を作付け台帳に登録す

ることになります。これと同様に，苗代圃場や作業舎・乾燥調製舎などの区画に対して

は，（建物）区画利用という観点から作物・品種名として区画利用目的名などを登録し，

それを作付台帳に登録してその区画での関連作業を記録するという利用方法があります。 

このように，作物・品種マスタは作業・作型と密接に関係しながら，作付け・割り付

けされる圃場区画・土地区画の利用状況を反映・記録することにつながる基幹情報とな

ります。このため，後述の作業マスタ・作型マスタの説明も確認した上で作物・品種情

報を登録管理してください。 

作型マスタ  

「作型（作業体系）情報」の登録画面（図 8）では作物（区画利用）ごとの「作型（作

業体系）」を登録します。具体的には，移植や直播，慣行栽培と有機・減減特別栽培とい

った栽培・作業体系（技術体系）の違いを，作業マスタから抽出した作業一覧（部分集

合）として登録できます。 

ここで注意が必要な点は，作型ごとの作業一覧を作業マスタから抽出する点です。こ

のため，あらかじめ作型を登録する作物ごとに作業マスタ上にその作物の（作型によら

ないすべての）作業一覧が登録されている必要があります（先に作業マスタが整備され

ている必要があるということです）。 
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以上の点を念頭に置きながら，作型（作業体系）情報を登録します。 

 

 

(a) 作型一覧（作型登録情報）の登録 

 

(b) 作型ごとの作業一覧情報の登録 

図 8 作型情報（作型・作業体系マスタ）の登録 

 

肥料マスタ 

「肥料・施肥設計情報」の登録画面（図 9）では，使用する肥料名や主要成分，仕入先，

荷姿（容量・単位など）などの肥料情報と，作期を通じた施肥設計（施肥体系）情報を

登録します。本システムの施肥設計情報には適用作物情報は含まれないため施肥設計の

名称（識別名）や備考に適用作物名を記載するなどして対象作物がわかるように登録す

るのがポイントです。施肥設計を登録しておくと，作付計画時に圃場作付作物ごとに適

用する施肥設計を指定することで肥料ごとのおおよその必要量を積算することができる

ようになります。 

肥料マスタに登録された肥料情報は，栽培作業や受託作業の計画・実績を記録する際
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の使用予定肥料または使用実績肥料として選択表示されます。使用量は容量単位または

荷姿単位で記録され，集計時には荷姿情報に基づいて換算集計されます。荷姿情報が登

録されていない場合，使用実績数値はすべて容量（kg 単位）として集計されます。 

 

 

図 9 肥料・施肥設計情報（肥料マスタ）の登録 

 

農薬マスタ 

「農薬・防除設計情報」の登録画面（図 10）では，農薬名，仕入先，荷姿（容量・単

位など），農薬登録情報などの農薬情報と作期を通じた防除設計（防除体系）情報を登録

します。防除設計には適用作物情報は含まれないため防除設計の名称（識別名）や備考

に対象作物名を含めるようにします。防除設計を登録しておくと，作付計画時に圃場毎

の作付作物ごとに防除設計を指定することで各農薬の必要量を積算できます。 

農薬マスタ情報は肥料マスタと同様に作業計画・実績記録時に使用されます。また，

在庫数量管理の対象としても使用されます。 

 

 

図 10 農薬・防除設計（農薬マスタ）の登録 
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資材マスタ 

「資材情報」の登録画面（図 11）では，資材の種別・名称の他，仕入先や荷姿（容量・

単位など）などの資材情報を登録します。資材種別には通常，種子・種苗や燃料，被覆

材，培養土，ポット・苗箱その他など，肥料農薬以外の生産資材が想定されます。 

資材マスタ情報も，肥料や農薬と同様に作業計画や実績の記録時および在庫管理時に

被選択項目として表示使用されます。 

 

 

図 11 資材情報（資材マスタ）の登録 

 

機材マスタ 

「機材情報」の登録画面（図 12）では，機械・施設・道具類の種別・名称や導入・所

有状況，使用燃料などを登録します。高額な機械・施設は資産として減価償却管理の対

象とすることができます。機材種別としては通常，圃場準備，耕起，播種・移植，防除・

生育管理，収穫，乾燥・調製，出荷，荷役，整備などが想定されます。 

 

 

図 12 機械道具情報（機材マスタ）の登録 
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機材マスタの登録内容は作業計画や作業実績を台帳に記録する際の使用機材リストと

して選択肢表示などに使用されます。 

作業マスタ 

「作業情報」の登録画面（図 13）では，作物ごとに実績を記録しようとする作業の一

覧を登録します。作物マスタ・作型マスタの所でも触れたように作物ごとの登録で，作

型マスタの参照元となるので，作業体系や実績集計なども考慮しつつ登録します。 

登録内容は，作業分類・作業名の他に，本システムで特別な意味をもつ項目（チェッ

ク属性項目）として生産出荷登録・種苗登録・生育登録などがあります。作業分類はお

おまかな作業括りを指定するもので，たとえば圃場準備，耕起，播種・移植，生育管理，

収穫，ポストハーベストなどの分類を登録しておくことで，作業分類に限定した作業の

選択・登録が可能となります。チェック項目は，通常の栽培作業台帳への作業実績記録

に加え，その作業が生産出荷工程や種苗生産工程，生育管理工程の作業として生産出荷

台帳や生育管理台帳への登録対象となる作業であることなどを指定します。 

また，開始～終了時期はその作業が行われる大まかな時期を指定します。これにより

その時期に限って選択肢に表示することができるようになります。さらに，作業マスタ

では作業ごとに使用される既定の機材を登録できます。 

作業マスタの登録内容は，作業台帳での実績登録時などに作付作物または作型に応じ

て作業名選択肢として表示されます。この際，作業マスタ登録順（作業コード順）に表

示されるので作業マスタ作成時にはできるだけ作業順に登録しておくのが望ましいです。 

 

 

図 13 栽培作業情報（作業マスタ）の登録 

 

受託マスタ 

「受託作業情報」の登録画面（図 14）では，通常の栽培作業（前項）とは別に作業単

価を設定する受託作業としてその作業名や単価設定などを登録します。通常の栽培作業

とは異なり作物ごとには設定しません。作物に関係なく（作物通しで）登録します。作

業単価はその内容に応じて面積当たりや個数当たり，重量当たりなどがあり，受託台帳

への作業量記録はこの単価当たりの員数として記録します。たとえば，10アールいくら

の作業であれば，10アールを１単位として，25アール作業したのであれば員数は 2.5と
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して作業料実績を記録します。重量や個数についても同様です。 

受託マスタの登録内容は受託作業実績を台帳に記録する際の作業リストとして選択肢

表示に使用されます。 

 

 

図 14 受託作業情報（受託マスタ）の登録 

 

生育マスタ 

「生育管理情報」の登録画面（図 15）では，他の台帳（土地・作付・栽培作業・受託

作業・土壌・品質・水利・雑草・生産出荷）で記録されない任意のデータ項目（記録項

目）を生育管理台帳（生育台帳）に記録できるようにするための，データ項目内容を登

録します。具体的にはそのデータ項目の名称，データ型（数値，文字列，論理値，URI，

画像，動画，音声，バーコードなど），単位文字などを設定登録します。 

生育台帳にはここで指定された内容に従って，該当するデータ項目を圃場・日時とと

もに記録できるようになります。このように生育台帳は野帳的な使い方ができ，そのた

めの記録項目の内容を予め定義しておくということです。 

本システムと連動する携帯端末用作業記録ソフト FaWL で作成した作業付随データ

（写真や動画，音声メモ）も，この生育管理項目として登録管理されるので，事前にこ

の生育マスタにデータ項目として登録しておきます。 

この生育管理項目登録は作物ごとに行うため，たとえば作業風景写真や作物生育写真

などを記録する場合，作物ごとにデータ項目として登録しておく必要があります。予め

登録しておかないと，いざ携帯端末から取り込もうとした際に生育管理台帳への登録項

目が用意されていないことになるので登録できません。この点は注意が必要です。 

 

 

将来的には，この生育マスタ管理画面において，作物間での生育管理項目内容の複写・

引用コピーなどができるように操作性が改善される予定です。 
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図 15 生育管理項目情報（生育マスタ）の登録 

 

土壌マスタ 

「土壌管理項目情報」の登録画面（図 16）では，作物ごとに管理したい土壌成分の項

目情報を登録します。作物によって管理したい土壌成分要素や目標値は異なるため，作

物ごとに登録するようになっています。土壌マスタ上で登録可能な管理項目数（土壌成

分調査項目数）に制限はありませんが，土壌台帳で実際に管理できるのは最初の 20項目

までとなっているので注意して下さい。 

 

 
図 16 土壌管理項目情報（土壌マスタ）の登録 
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予め定義されている既定の 10項目をそのまま使用することも可能です。 

登録内容は，管理する土壌成分の名称や単位，目標値，土壌成分データをグラフ表示

する際の軸最小値～最大値などです。このように土壌管理項目は土壌成分分析値の管理

を想定しており，すべて数値データである必要があります。 

品質マスタ 

「品質管理項目情報」の登録画面（図 17）では，作物ごとに管理したい品質評価項目

の情報を登録します。作物によって管理しようとする品質評価項目は異なるので，作物

ごとに登録します。現在，品質マスタ上で登録可能な評価項目数に上限はありませんが，

品質台帳で実際に管理できるのは最初の 20項目までとなっているので注意して下さい。 

この品質マスタへの登録内容は，作物ごとに管理しようとする品質評価項目の名称，

その項目数値の単位文字列，その項目を階級別表示する際の階級開始値と間隔値を指定

します。これらの評価項目値はすべて数値データである必要があります。品質等級など

で「秀」「優」などの文字評価の場合は数値化して記録するようにしてください。 

階級開始値と間隔値は開始値から間隔値ごとに降順となるのが既定です。このため，

開始値から間隔値ごとに昇順とする場合には間隔値を負値にします。 

 

 

図 17 品質管理項目情報（品質マスタ）の登録 

 

製品荷姿マスタ 

「出荷形態（製品荷姿）情報」の登録画面（図 18）では，作物ごとに生産出荷する際

の製品荷姿情報を登録します。作物によって出荷時荷姿は異なるため作物ごとの登録と

なっています。 

この登録情報は生産出荷管理時に，製品生産量や出荷量を荷姿単位（袋・箱・瓶など）

で管理・集計するための基本情報および一荷姿当たりの作物重量・容量などを換算する

目的で使用されます。 

登録内容は，荷姿名称，荷姿の容量（重量），その単位，荷姿自体を数える時の単位な

どです。 
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図 18 出荷形態情報（製品マスタ）の登録 

 

マップ表示色マスタ 

「表示色情報」の登録画面（図 19）では，各台帳に入力記録したデータをマップ上に

圃場区画ごとに着色表示する際のカラー（色）を指定します。色指定はマップ表示する

主題（台帳・内容）に応じて 9 とおりに分類されているので，この 9 とおりについてそ

れぞれ使用する色を指定します。なお，9つのカテゴリごとに何色まで実際に使用される

かが決まっているので，その色数までを指定します（それ以上の色は指定しても使用さ

れません）。 

 

 

図 19 マップ表示色の登録 

 

以上で主要な基本情報（マスタ）とその入力画面の紹介を終わりますが，本システム

にはここに紹介した以外にもまだ多くのマスタデータとその登録管理画面が用意されて

います。これらはすべて初期設定画面から呼び出すことができます。詳細については「初

期設定ガイド」を参照して下さい。 
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６．台帳データを入力する 

圃場（農地）や作付，栽培作業，加工出荷など，圃場そのものおよび圃場利用・栽培

作業状況（以上圃場単位のデータ），生産出荷状況（ロット単位のデータ）などについて

のデータを該当する台帳に入力します。詳細は「計画管理ガイド」を参照してください。 

この一連の操作が本システムの中核です。台帳データを管理することで，本システム

の利用目的である圃場や作付，栽培作業，生産出荷の管理を行います。 

 

 

台帳管理は最初に土地台帳を作成し，次に作付台帳，そして栽培作業台帳を作成する

というのが一般的な流れです。もちろん，土地台帳に続いて土壌台帳を作成する場合も

あります。日々の作業進捗に合わせて栽培作業台帳を更新しながら，水利台帳もチェッ

クして日々の作業を進める場合もあります。収穫作業後は，収量を作付台帳に登録した

り，生産出荷台帳に乾燥・調製ロットを登録したりして，出荷まで管理する場合もあり

ます。 

本システムの台帳を使用したこれらの管理は，経営・生産管理状況や目的に応じて使

い分けます。目的に応じて本システムの必要な機能・台帳を使いこなす，ということで

あって，すべての台帳を使わなければならないということではありません。 

なお，実際に台帳入力しはじめると，マスタデータから選択入力する場面が数多くあ

ります。ある台帳に入力しようとすると，その時初めてそのマスタデータが不足してい

た（未入力だった）ことに気づく場合もよくあります（特に本システムの導入初期段階）。

その場合は一旦台帳入力を中止して初期設定に戻り，必要なマスタデータを入力します。 

このようにして，台帳入力による情報管理を進めながら，作付や栽培作業，収穫物品

質の管理さらには生産出荷物（製品）やその出荷の管理までを行うことができます。 

 

以下では，台帳データ入力・管理を行う「計画管理」プログラムの主要な台帳入力画

面とその概要・目的などについて，台帳ごとに簡単に説明しています（図 20～図 27）。 

土地台帳 

「土地台帳」は本システムの根幹（基本）となる台帳です。ロット管理を主体とする

生産出荷台帳を除き，ほとんどの台帳は圃場（農地・土地）を基本として，マップ上で

も圃場区画を基本として，その上で各種のデータ管理を行います。それら台帳の土台と

なるのが土地台帳です。 

土地台帳には，その名の通り圃場図上の区画に対応した「連番」（本システムで土地区

画を管理する基本番号，圃場図とのリンクにも使用されます）が割り振られており，そ

の連番ごとにその土地・区画についての様々な情報を登録管理します。 

登録内容としては，圃場コード，地区，地番，所有者，面積，地目などの土地状況（現

況）などがあります。圃場コードは連番と対応してユニークなコードを割り当てます（他

の圃場コードとの重複があってはなりません。単なる地番だと他地区での地番と重複す

る可能性があります）。地積面積や耕作面積（水張り面積）などの面積項目は平方メート

ル単位で登録します。地区名や所有者名などはそれぞれ地区マスタ，農家マスタに登録

済みの地区名，農家名から選択します（このためこれらのマスタが予め整備されている

ことが必要です）。地目などの土地現況についても該当するマスタが用意されているので，

こちらを予め整備しておくと，項目ごとに土地現況を選択登録できるようになっていま

す（図 20）。 
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図 20 農地（圃場）情報の登録（土地台帳） 

（圃場ごとに地番や面積などの農地に関する情報を登録します） 

 

作付台帳 

「作付台帳」の登録画面（図 21）では，圃場ごとに作付けする作物・品種とその作付

期間（圃場利用期間），作付年，植え付け期間（播種・移植～収穫），施肥・防除体系な

どを登録します。複数の作付を複数年に亘って登録管理することも可能ですが，通常は

一つの管理ファイルの作成期間方針に従ってその期間内の作付を登録管理します。 

登録内容は，圃場ごとに作付番号を付与し，その作付に対して作物・品種（作物マス

タより選択），作付年・期間，植え付け期間（年ないし日付期間で指定），作付面積（平

方メートル単位，通常は土地台帳の耕作面積を引用），施肥・防除体系（肥料・農薬マス

タより選択），などとなっています。予め作物マスタは整備しておく必要があります。施

肥・防除体系を指定する際には予め肥料・農薬マスタの施肥設計・防除設計マスタも整

備しておく必要があります。 

また，収穫後にはその作付の品質（等級などの代表品質評価項目）・収量を登録できま

す。収量については生産出荷管理の収穫ロット登録時に集計して反映登録することもで

きるようになっています。 

なお，次に説明する栽培作業や受託作業では作付があることが前提となっています（作

付台帳に登録されている作付に対して栽培作業や受託作業を記録できる）。このため，作

業記録・作業履歴管理などを目的とする場合，作付台帳に作付（作物・品種）を必ず登

録する必要があります。 

この際，実際の作付が無い圃場での管理作業，たとえば冬場の水田管理（弾丸暗渠敷

設，畦畔造成などなど）や休耕田の水張り管理などを作業記録として残す必要がある場
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合には，作物マスタに作物名として「休耕管理」とか「圃場整備」などを登録しておき，

これを作付作物として作付台帳に登録するようにします。この場合，品種名は作物名と

同じにしておくか，または適切な識別名称を登録します（空欄にはできないので，予め

作物マスタで品種名も適切に設定しておきます）。 

同様に，圃場図上の区画として農地以外の区画，たとえば育苗ハウス，苗代，乾燥調

製施設，堆肥ヤード，一時貯留施設（倉庫），洗車場などを登録して，それに対応する作

業を管理するために，作物マスタの作物・品種名に「乾燥調製」や「洗浄」「堆肥製造」

「育苗」などと登録して，作付台帳のこれらの区画に対して作付登録し，個々の作業を

記録するといった応用利用も可能です。 

 

 

このような作物作付以外（つまり圃場区画以外）の作業管理についても，作付台帳を単

なる作付と見なすのではなく「土地（区画）利用台帳」と見なすことにより，圃場以外

の区画（作業場，簡易ハウス，施設など）での作業管理も可能となります。 

 

 

図 21 作付情報の登録（作付台帳） 

 

栽培作業台帳 

「栽培作業台帳」の登録画面（図 22）では，圃場の作付ごと（つまり作付作物ごと）

に計画・実施された作業の内容を登録します。本システムでは栽培管理作業は当初計画・

実行計画・実行結果（実績）の 3 段階記録ができるようになっています。通常は実績記

録のみ使用する事例が多いですが，必要に応じて，たとえば昨年の実績を踏まえて今年

の計画を作成しておき，それを実績に変えていく，といった管理をすることもできます。 

栽培作業台帳の記録は圃場の作付ごとに記録していくので，予めその圃場に作付が登

録されている必要があります（作付台帳）。作付の無い圃場に作業記録を登録することは

できません。 
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登録内容は多岐に亘ります。作業日，作業名はもちろんのこと，作業時間，作業開始

～終了時刻，従事した作業者名（作業者マスタより選択），使用した機材・資材（肥料・

農薬含む）も計画内容・実績に応じて記録します。資材の使用量は作業記録として登録

すると同時に在庫管理（出庫操作）することもできます。作業マスタの設定によっては

作業実績登録と同時に作業日を生育台帳に連動して記録することもできます（野帳的日

程管理）。このほか，生産出荷管理（生産出荷台帳）時の作業についてもこの登録画面で

詳細に記録します（生産出荷管理画面から呼び出されます）。 

 

 
図 22 作業情報の登録（栽培作業台帳） 

 

受託作業台帳 

「受託作業台帳」登録画面（図 23）では，圃場の作付ごとに実施した受託作業内容を

登録します。 

受託作業マスタでは，受託作業情報の登録は作物に依存していませんでしたが，この

受託作業台帳に実績登録する際には，圃場ごと作付ごとの登録を行います。受託作業内

容によっては圃場外で行う作業も想定されますが，そういった場合は作付台帳のところ

で説明したように「乾燥調製」「育苗」「供出運搬」などの適切な作物名を作付設定した

地図上の区画に対して受託作業実績を登録するようにします。 

登録内容は，受託作業名（受託作業マスタより選択），作業日，作業実績数量（員数），

作業者，作業時間（開始～終了時刻含む），作業面積，使用機材・資材状況などです。資

材（肥料・農薬含む）使用量については在庫管理（出庫操作）が可能となっています。

作業実績数量（員数）について，受託作業マスタに登録されているその受託作業の単位

作業量に基づいて算定された員数を登録します。単位作業量が 10アール当たりであれば

10アール作業して員数１です。運搬作業 1袋当たりであれば運搬した袋数が員数となり

ます。 
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図 23 受託作業情報の登録（受託作業台帳） 

 

生育台帳 

「生育台帳」の登録画面（図 24）では，生育管理項目マスタ（生育マスタ）に登録定

義した任意のデータ管理項目の値を，圃場ごと・記録日時ごとに登録記録します。生育

管理項目も作付作物ごとの登録となります。生育マスタ定義に従って，任意の数値デー

タや文字記録，画像や動画，音声メモなどを記録登録できます。 

携帯端末用作業記録ソフト FaWLで作成した作業付随記録（写真，動画など）も，予

め生育マスタに項目登録しておくことで，生育台帳に取り込むことができます。 

 

 
図 24 生育管理情報の登録（生育台帳） 
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生育台帳では，生育マスタ登録された任意のデータ項目の他に，「低収要因」マスタに

登録された最大 5 項目の栽培管理項目について，圃場ごと要因ごとに状況値（実績値）

を選択記録できます。 

土壌台帳 

「土壌台帳」の登録画面（図 25）では，圃場ごと作付ごとに土壌管理項目マスタ（土

壌マスタ）で登録した土壌成分管理項目の数値（土壌成分分析値）を最大 20項目まで登

録します。 

具体的な登録内容は，土壌マスタ設定に依存します。通常は図 25 にあるように石灰・

苦土・燐酸や可給態窒素などの化学成分含量や pH，ECなどの土壌物理計測値などが記

録項目として想定されます。 

 

 

図 25 土壌管理情報の登録（土壌台帳） 

 

品質台帳 

「品質台帳」の登録画面（図 26）では，圃場ごと作付ごとに品質管理項目マスタ（品

質マスタ）に登録された品質管理項目の数値（品質評価値）を最大 20項目まで登録しま

す。具体的な登録内容は，品質マスタ設定時の作付作物に依存します。 

生産出荷台帳 

「生産出荷台帳」の登録画面（図 27）では，圃場収穫以降の作物を「ロット」単位で

管理します。収穫以降から製品化・出荷までの工程を記録するために以下のような子台

帳が用意されており，それぞれに詳細な記録を作成します。 

 

 「生産圃場」 ----------------- ロットを構成する収穫圃場または元ロットを登録します。 

 「作業」 ----------------------- ロットに対して行われた作業実績を登録します。 

 「機材」 ----------------------- ロット作業で使用された機材使用実績を登録します。 

 「品質」 ----------------------- ロット品質（品質マスタ項目）を登録します。 
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図 26 品質管理情報の登録（品質台帳） 

 

 「製品」 ----------------------- ロットから生成された製品・数量等を登録します。 

 「出荷」 ----------------------- ロット製品から出荷された数量・出荷先等を登録します。 

 「製品コード」 -------------- ロット製品の個別管理コードを登録します。 

 「出荷コード」 -------------- ロット製品の個別出荷コードを登録します。 

 

これらの詳細な記録を作成することにより，生産トレース（個別の出荷物から生産圃

場までのトレーサビリティ対応）も可能となります。 

 

 

図 27 生産出荷情報（生産ロット）の管理（生産出荷台帳） 
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７．台帳データを確認（表示・印刷）する 

台帳に入力したデータを圃場地図上に検索・階級別塗り分け表示したり，一覧表に表

示したり，印刷したりして，作付や作業管理に活用します。また，生産履歴や各種の報

告書作成に必要なデータを取り出して帳票に整理します（帳票整理・印刷には付属のレ

ポートデザイナや Microsoft®Excelなどの表計算ソフトを援用します）。 

台帳マップ表示 

本システムでは台帳に登録したデータに応じて，特定の目的（「主題」と呼びます）別

にマップ上に着色（塗り分け）表示することができます。以下は作付状況（図 28）およ

び作業進捗状況（図 29）の表示例です。 

 

 
図 28 作付マップ表示 

 

 

図 29 作業進捗マップ表示 

 

いずれのマップ表示においても，その主題に応じていくつかの項目ごとに表示条件の

変更・絞り込み設定などが可能となっています。作付マップでは，特定の作付年の作付

マップを表示するとか，特定の地主さんの農地だけ表示するなどの指定が可能です。作

業進捗マップでは，特定の作付だけ表示するとか，特定の作業だけ，特定の作業日だけ，

作業順に表示，未実施作業を表示とか，といった表示設定が可能です。これらの設定は

それぞれのマップ表示操作画面で表示結果を見ながら指定できます。 
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台帳一覧表示 

本システムでは，台帳に入力されたデータの主要項目を主な主題別に一覧表示できま

す（図 30）。この一覧表示では表示される一部の主要項目でさらに絞り込みをかけた表

示も可能です。一覧表示としては作付，栽培作業，受託作業についての一覧表示が可能

となっています。 

 

 

図 30 作業者従事実績一覧表 

 

この一覧表示では絞り込みを含め現在表示されている内容に対して，あらかじめ用意

されている様式（様式の変更はできません）でのレポート表示もできます（図 31）。こ

のレポート表示では，様式の中に集計機能が組み込まれている場合もあります。 

 

図 31 機材使用実績レポート 
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さらにレポート表示では，その表示イメージのまま印刷（プリンタ出力）や Adobe PDF

ファイルや Microsoft Word ファイルへの出力が可能です。また，レポート表示内容（デ

ータ並び）を Microsoft Excelファイルに出力することもできます。 

マップ印刷 

本システムではマップ表示画面をメインメニューに印刷関連メニューまたは各台帳の

マップ表示操作画面の印刷ボタンより，表示中の画面範囲・内容を印刷できます。 

 

 

図 32 マップ画面の印刷（プレビュー画面） 

 

８．付属ツールを活用する 

本システムに用意されているいくつかの専用機能が搭載された付属ツールを使用して，

入力・蓄積された台帳データに基づいて受託作業料金を集計したり共済細目書異動申告

票を作成したりすることができます。 

これらの付属ツールの多くは処理結果を Microsoft Excel ファイルに直接出力します。

出力時の書式は Excel ファイルで作成された雛形を使用するので，この雛形ファイルを

編集することで，簡単な書式の調整も可能です。 

共済申請出力 

作付計画に基づいて作付台帳などに登録されたデータを使用して，水稲共済申請様式

にデータを差し込み出力できます。用意されている Excel様式は平成 20年当時のもので

すが，雛形 Excelファイルを編集することに多少の様式変更は可能です。 

ただし，出力される項目（作付台帳などのデータ項目）は固定されているため，それ

以外の項目については申請出力された Excel ファイルを直接編集して仕上げる必要があ

ります。 
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図 33 共済申請出力ツールによる書類作成 

 

 

Excel の雛形ファイルを編集する際はデータが挿入されるセルアドレスを一切変更しな

いようにする必要があります。変更してしまうとデータを正しく挿入できなくなります。 

 

料金計算 

関連するマスタおよび土地台帳に入力された利用権設定データに基づく小作料金や，

受託作業マスタ・台帳に記録されたデータに基づいて，受託作業料金の集計を行うこと

ができます。 

 

 

図 34 料金計算ツールによる受託作業料金集計 

 

 

これらの付属ツールは管理ファイル単位で処理を行います。このため，これらのツール

を使用する場合，これらのツールで集計や書類作成を行う期間に合わせて管理ファイル

を作成しておく必要があります。 
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９．データをバックアップする 

本システムで作成されたほとんどのデータは「圃場 DB」と呼ばれる Microsoft SQL 

Server が管理するデータベースファイル（*.mdf, *.ldf）に保存されます。 

コンピュータのトラブルや予期せぬデータ損失事故に備えるために，作成したデータ

のバックアップを頻繁に作成することをお勧めします。 

本システムで作成したデータをバックアップする方法には，大きく， 

 

1. 「圃場 DB」全体をまるごとバックアップする， 

2. 管理ファイル単位でバックアップする， 

 

の 2通りがあります。 

前者（第 1 項）では SQL Server のデータベースバックアップ機能を使用します。詳

細は SQL Server のドキュメントなどを参照してください（コマンドラインツール

の”sqlcmd.exe”または GUI 管理ツールの SQL Server Management Studio Expressを

使用します）。 

後者（第 2 項）では本システムに付属する管理ファイルバックアップ・リストアツー

ルを使用します。詳細については「周辺ツールガイド」を参照してください。 

 

 

図 35 管理ファイルバックアップ・リストアツール 

 

 

このバックアップ・リストア機能を使用すれば別の PC に管理ファイルを複写すること

もできます。なお，圃場地図ファイルは「圃場 DB」データベースファイルには保存され

ていないので，管理ファイルとは別に複写する必要があります。 

 

その他の機能 

本システムにはこれまでに紹介した以外にも色々な機能や表示画面が用意されていま

す。これらのすべてを理解し，最初からフル活用することは困難ですが，少しずつ使用

しながら慣れていくことで，徐々に色々な機能を利用できるようになります。 

これまでに紹介できなかった機能についてはそれぞれのガイドを参照してください。 

 

以下のような機能があります。 

 

 複数背景図表示 -------------- 一つの管理ファイルで複数の背景図を表示できます。登録

件数に制限はありませんが，本システムの動作環境（特に
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使用可能メモリ）の制限を受けます。なお，圃場図は一管

理ファイルに付き必ず一つです。 

 圃場ラベル表示 -------------- 圃場図上に主要な圃場情報を重ね表示します。 

 圃場検索表示・選択--------- 主要項目で条件検索して圃場を一覧・選択します。 

 複数圃場一括入力 ----------- 複数圃場に対して台帳データを一括登録します。主要な台

帳で一括入力が可能です。 

 台帳一覧編集 ----------------- 主要な台帳のデータを一覧表示して編集します。コピーペ

ースト編集や一括編集操作，CSV形式ファイルの入出力な

どが可能です。 

 マップ作付計画 -------------- 圃場をクリックしながら作付計画を作成します。同時に必

要な種子量や作付面積などを確認できます。また，施肥・

防除設計も同時に配置できます。 

 在庫連動資材管理 ----------- 作業で使用した資材を作業データ登録と同時に在庫から

出庫でき，在庫管理と連動できます。 

 給与・資産管理 -------------- 作業者（従業員）の給与管理と機械・施設（資産）の減価

償却管理ができます。 

 FaWL連携 -------------------- AndroidまたはWindows Mobileを搭載した携帯端末を使

用して，作業現場で作成した作業実績データを栽培作業台

帳に登録します（関連ソフトである”FaWL”システムが別

途必要です）。 

 GPS作業軌跡表示----------- GPS ロガー等で収集した作業軌跡データ（GPX 形式また

は GPXX形式）を圃場地図上に重ね表示できます。 

 複数管理ファイル ----------- 作業中の管理ファイルに加え，別の管理ファイルのデータ

を参照して重ね表示したり，それぞれの耕種概要を一覧比

較したりすることができます。 

 吹き出し表示 ----------------- 地図上の圃場区画にマウスカーソルを合わせて，オプショ

ン指定された台帳項目を吹き出し表示できます。 

 距離・面積表示 -------------- 地図上でトレースした直線の長さ（距離），区画の面積を

表示できます（簡易計測：水平平面投影上の計測なので高

さ方向の距離・面積分は含まれません）。 

 限定入力モード選択--------- 土地・作付・作業台帳への入力に特化したユーザインタフ

ェイスモードを使用できます。操作に不慣れな方が特定の

台帳入力を行う場合に使用できます。 

 動作オプション指定--------- マップ表示や台帳入力画面の選択，データ入力時の換算方

法などを指定します。 

 クエリビルダ ----------------- 圃場 DBに蓄積されたデータから，必要な項目・データを

取り出して Excelファイルに直接出力します。使用に当た

っては SQLクエリ（T-SQL）と圃場 DBスキーマ（構造）

についての知識が必要です。 

 レポートデザイナ ----------- 任意の帳票様式をデザインし，圃場 DBからデータを抽出

してレポート出力します。 

 

知っておくと便利な機能については次節以降でトピック的に紹介しています。 
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支援機能の活用 

本システムでは，実際の作付や作業の進行に合わせて各種データを台帳に入力し，表

示・印刷・出力しながら計画作成や実績登録などの管理事務作業を行っていきます。本

システムには，これらのデータ入力や計画作成・実績登録を補助するいくつかの機能が

用意されています。 

以下では，これらの知っておくと便利な支援機能について紹介しています。 

 

台帳データの検索・圃場表示 

土地・作付・栽培作業台帳に入力されているデータに対して検索条件を設定して，そ

れに合致する圃場を抽出して選択状態にすることができます。 

 

 
図 36 圃場検索画面 

 

 

圃場検索は計画管理メイン画面の「 検索選択」ツールバーボタンから呼び出します。 

複数の条件項目を指定した場合は AND条件での検索となります。 

検索された圃場は（複数）選択状態となり，一括操作（データ入力や表示）の対象とし

て使用できます。 

 

台帳データの一括入力 

土地台帳，作付台帳，生育台帳，栽培作業台帳，受託作業台帳については，あらかじ

め選択しておいた複数の圃場に対して，同じデータを一度に入力することができます。 

たとえば，以下のような場面で一括入力を利用できます（一例です）。 

 

 同じ地区の圃場に対し地区名（大字）を一括登録する（土地台帳） 
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 同じ所有者の圃場に対し所有者名を一括登録する（土地台帳） 

 同じ水系・水域に属する圃場に対し水域を一括登録する（土地台帳） 

 同じ作付（作物・品種）を一度に登録する（作付台帳） 

 同じ施肥・防除計画をまとめて配置する（作付台帳） 

 同じ作業内容を一括登録する（栽培作業台帳，受託作業台帳） 

 

 

図 37 農地情報一括登録の例（土地台帳） 

（この例では，所有者・耕作者，貸借権設定などの諸属性を一括登録しています） 

 

 

図 38 作業内容一括登録の例（栽培作業台帳） 

（この例では，作業実績および使用資材出庫を一括登録しています） 
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複数の対象圃場を選択するには，「複数選択」モードで圃場をクリックまたはドラッグす

るか，圃場検索を利用します。 

複数選択モードまたは圃場検索で選択された圃場が 1 つであっても一括処理の対象とな

ります。 

作業内容の一括登録では，作業時間や資材使用量は 10アール当たりまたは総時間・総使

用量を圃場面積で配分して，個々の圃場に割り当て（入力）されます（どちらの配分方

法で処理するかはオプション設定で指定します）。 

作業内容の一括登録（栽培・受託作業台帳への一括入力）では，入力値に応じて個々の

圃場に作業時間や資材使用量が配分され，その後，圃場ごとに調整ができます（確認・

編集が可能な対象圃場一覧画面が表示されます）。 

 

作付・施肥・防除計画を作成する 

初期設定で登録される作物・品種マスタ，肥料・施肥設計マスタ，農薬・防除設計マ

スタ，資材マスタと作付台帳を組み合わせることで，圃場への作付配置や作付面積集計

に加え，作付に必要な種子量や肥料・農薬の必要量を積算することができます。 

概略手順は以下のようになります。 

 

１．作物・品種マスタを作成します。この際，作物・品種名に加え，10a 当たり播種

量（種子量算定基礎となります），資材マスタに登録されている当該種子に割り当て

られた種別コード・資材コード（手順 2 で登録）を資材マスタ作成後に忘れずに登

録します。 

 

 

図 39 作物・品種情報の登録（作付マスタ作成） 

 

２．資材マスタを作成し，作付予定品種の種子を資材登録します。この際，荷姿や単

位，単価などの項目もすべて登録します。 

 

 

図 40 資材（種子・種苗）情報の登録（資材マスタ作成） 

 

３．肥料・施肥設計マスタを作成し，必要な肥料情報・施肥設計情報をすべて登録し

ます。肥料情報では荷姿や単位，単価などもすべて登録します。 
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図 41 肥料・施肥設計情報の登録（肥料マスタ） 

 

４．農薬・防除設計マスタについても同様に登録します。 

 

 

 

図 42 農薬・防除設計情報の登録（農薬マスタ） 

 

５．作付データを登録します。登録には作付計画作成画面（計画管理画面の「計画・

実績」メニュー以下）を使用するのが便利です（図 43）。また，施肥計画・防除計

画作成画面でそれぞれの調整もできます（図 44）。 

（ここまでの手順で必要なデータが揃います） 

 

 

図 43 作付計画作成（作付台帳） 

（作付計画作成では同時に施肥・防除計画も圃場に配置できます） 
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図 44 施肥・防除計画作成 

（施肥・防除計画作成ではさらに極め細かく施肥・防除設計を配置できます） 

 

 

施肥設計，防除設計を識別する名称には対象作物が分かる（作物名が含まれる）ように

しておきます。これは各設計情報自体には対象作物情報が含まれていないためです。 

作付計画作成画面では作付配置に伴って必要種子量が表示されます。 

 

６．作付計画一覧表示（作付台帳表示メニュー以下）により，必要な種子量や肥料・

農薬量を確認します。また，確認結果をエクセル出力し，必要に応じ発注処理など

へ回します。 

 

 

図 45 作付計画一覧 

 

 

図 46 種子使用計画一覧 

 

 

図 47 肥料資料計画一覧 
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図 48 種子・肥料・農薬使用計画一覧 

 

作業計画を作成する 

計画管理プログラムでデータ管理を行う栽培作業台帳では，当初計画・実行計画・作

業実績の 3 通り（3 段階）の作業記録を作成できます。また，計画計算プログラムでは

水稲の春作業および秋作業を対象とした作業計画を作成できます。 

 

 

計画計算プログラムは，圃場地図，作付台帳に登録された水稲品種配置を参照しながら，

指定された条件（作業期間，配置可能人員数）内で，期間内の圃場間移動距離が最小に

なるように作業計画（期間中の対象圃場に対する人員配置）を作成します。 

 

計画管理プログラムの「作業計画・実績」管理機能では，計画計算プログラムで作成

された作業計画を当初計画または実行計画に取り込んで日程表形式で表示します。 

 

 

図 49 計画計算で作成された作業計画の取り込み画面 

 

 
図 50 取り込まれた作業計画（代かき・田植えの△○） 

（△：当初計画，○：実行計画を表します） 
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日程表のセルをダブルクリックすると，栽培作業台帳入力画面（単筆）が表示され，

作業データの編集ができます。 

 

 

図 51 作業データの編集画面（栽培作業台帳入力画面） 

 

 

当初計画では機材や資材の詳細データは登録できません。 

 

計画に基づき作業指示を行う 

作業計画・実績管理の日程表画面（図 50）および栽培作業台帳入力画面（図 51）から

日別作業一覧や圃場ごとの作業実績一覧を印刷できます（図 52）。 

また，作業進捗マップを使用して当日の実行計画を表示・印刷して作業指示に使用で

きます（図 53）。 

 

 
図 52 日別作業一覧 
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図 53 作業内容指示・報告書 

 

 

図 54 日別・旬別作業状況マップ表示 

 

 

日別作業一覧および作業内容指示書は作業実績データを対象として印刷するため，作業

指示に使用する場合は作業実績データを計画データとしても利用するか，実行計画内容

を予め作業実績に複写した上で印刷します。 

 

FaWL作業記録に基づく作業実績入力 

携帯情報端末（Android 2.2以上または Windows Mobile 6.5）上で動作する作業記録

作成ソフト：FaWL を使用して，作業現場で作成した作業記録を栽培作業台帳に作業実

績データとして取り込むことができます。 

FaWL を使用するための，すなわち作業現場で作業記録を作成するために必要なデー

タ：圃場地図，作付・作業計画データ，作業者・機材・資材リスト，などは，計画管理

画面上でマップ選択により対象圃場を指定することで限定でき，各種リストも選択した

上で携帯情報端末に転送して使用します。 

 

 

FaWL は PMS のパッケージに含まれており，PMS をインストールしたフォルダ内

の”FaWL”サブフォルダ以下にセットアップパッケージとユーザガイド（取説）がコピー

されています。これをお使いの携帯情報端末に転送してセットアップして使用します。 
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FaWLで作業記録を作成するには，大まかに， 

 

１．計画管理上で作業記録作成に必要なデータを選択抽出する。 

２．抽出されたデータファイルを携帯情報端末に転送する。 

３．FaWL上で（作業現場で）作業記録を作成する。 

４．作成された作業記録を PMSの動作する Windows PC に転送する。 

５．計画管理上で作業記録を栽培作業台帳に作業実績として取り込む。 

 

という手順を行います。 

以下はその概略操作画面例です。 

FaWLへのデータ出力（FaWL用データの作成） 

FaWL 用データ出力画面では，予め選択された対象圃場での作付状況に応じて，作物

が限定され，それに付随する作業や機材・資材の中から必要な項目を選択して FaWL用

データとして抽出します。すでに作業実績や作業計画があればそれらも抽出されて

FaWLに転送されます。 

 

 

図 55 FaWL用データの選択・出力操作画面例 

 

FaWL作業記録データの入力 

FaWL で作成された作業記録は以下のように取り込まれるので，この中から実際に作

業実績として栽培作業台帳に登録する作業データを選択して登録します。通常は，すべ

ての作業データを選択して登録します。 

PMS 計画管理と FaWL との連係による作業機現場での作業記録作成については，計

画管理ガイドおよび FaWLユーザガイド（取説）を参照して下さい。 

 



 

－39－ 

 

図 56 FaWL作業記録データの入力画面例 

 

 WindowsPCと携帯情報端末間のデータ転送について 

PMSシステムが動作するWindows PC と FaWLが動作する携帯端末との間で作業デ

ータ（FIX-pms 文書）を交換するにはお使いの携帯端末・OS に応じて何通りかの受け

渡し方法があります。現在の PMSおよび FaWLではお互いに FIX-pms文書をそれぞれ

の OSのファイルシステム上で交換できているものとして動作します。 

以下はその一例です。 

・USB 接続・・・Windows PC 機と携帯端末を USB ケーブルで接続 

・メモリカード経由・・・SD カード等のメモリカード経由 

・ストレージサービス経由・・・Dropbox，SkyDrive 等のネットサービス経由 

 

生産資材在庫を管理する 

マスタ登録されている肥料・農薬・その他資材・商品（生産出荷製品）については，

入庫～在庫（棚卸を含む）～出庫登録に基づく在庫管理が可能です。周辺ツールの一つ

である「在庫管理プログラム：AgZaiko.exe」を用いて在庫管理を行います（図 57）。 

また，計画管理プログラム（Manager.exe）を使用した栽培作業台帳および受託作業

台帳への作業データ入力時に使用した資材を出庫登録できます（図 58）。 

 

 

計画管理プログラムから出庫登録されたデータは在庫管理プログラム上で変更できま

すが，栽培作業台帳や受託作業台帳に登録されている資材使用量には反映（連動）され

ません。このため，在庫管理プログラム上で計画管理プログラムから出庫登録されたデ

ータ（入出庫一覧ではグレー背景表示されます）を変更すると，栽培作業台帳や受託作

業台帳上の資材使用量と一致しなくなります。 

計画管理プログラムからの出庫登録は，追加または削除処理のみが可能です。変更処
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理はできません。変更する場合は一旦削除してから追加し直します。 

 

 

図 57 在庫管理プログラムによる在庫管理 

 

 

 

上：栽培作業台帳，下：受託作業台帳 

図 58 作業実績データ登録時の出庫登録（在庫連動） 

 

必要なデータを取り出す 

本システムでは標準的な出力項目による各種の一覧表表示およびレポート出力（印

刷・ファイル出力）を用意しています。この他にも自治体ごとにさまざまな書類書式や

それを作成するために必要なデータの組み合わせが無数にありますが，それにすべて対
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応することは不可能です。そのため，本システムでは書類作成に必要なデータをユーザ

サイドで自由に取り出して Excel ファイルに出力する周辺ツール（クエリビル

ダ”DbQuery.exe”）や，ユーザが自分で帳票様式をデザインして必要なデータ項目を抽出

するツール（レポートデザイナ”RptDesigner.exe”）を用意しています。 

クエリビルダ 

クリビルダは，本システムのデータを格納している「圃場 DB」データベースからデー

タを取り出すためのクエリ（SQL Server のクエリ言語：T-SQL を使用します）を作成

し，抽出したデータを絞り込んだ上で Excelファイルへ出力します。 

 

 

図 59 抽出データの表示画面 

（この内容を Excelファイルに出力できます） 

 

 

図 60 条件指定による絞り込み 
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データ抽出条件を作成するには，データベースおよび SQLクエリ文についての一般的な

知識と，本システムのデータを格納している「圃場 DB」データベースの構造に関する知

識・理解が必要となります。 

 

「圃場 DB」にはクエリビルダ用にあらかじめ定義された，よく使用されると想定され

るクエリを定義したビュー（View）が用意されています。まずはこれらのビューを単に

SELECTするだけで最低限のデータ抽出を行うことができます。その後はこれらのビュ

ー定義を参考にしながら，変更・拡張を加えることで必要なクエリ（データ抽出）を作

成することが可能です。 

 

 

 
上：抽出元テーブル選択，下：テーブル結合指定 

図 61 データ抽出条件（クエリ文）作成 

 

 

エクセルファイルへの直接出力には，お使いの Windows PC に Microsoft Excel（または

Office）がインストールされていることが必要です。 

出力操作時に Excelのコンポーネントを使用するためです。Excel（コンポーネント）が

インストールされていない場合，エクセル出力は機能しません。 

 

レポートデザイナ 

レポートデザイナは，「圃場 DB」からのデータ抽出に加え，抽出したデータを帳票に

差し込むためのレイアウトを自由にデザインします。これによりユーザサイドで必要な

帳票を自由に定義して使用できるようになります。 

 

 

レポートデザイナの使用に当たっても，クエリビルダ同様，SQL クエリ文の知識と「圃

場 DB」データベースについての知識が必要となります。 
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図 62 レポートデータソース・クエリ文の指定 

 

 
図 63 レイアウト設計画面 

 

 

図 64 レポートプレビュー画面 
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〔メモ〕 
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使用上の注意点・雑学 

プログラム構成 

本システム（PMS）は以下のように複数のプログラムから構成されています。 

 

 

図 65 PMSプログラム構成 

 

主な構成プログラム名とプログラムファイル名の対応は以下のとおりです。 

 

 トップメニュー -------------- Menu.exe  （→インストールガイド） 

 計画管理 ----------------------- Manager.exe  （→計画管理ガイド） 

 計画作成 ----------------------- 分散圃場システム.exe （→計画計算ガイド） 

 在庫管理 ----------------------- AgZaiko.exe  （→在庫管理ガイド） 

 給与管理 ----------------------- AgKyuyo.exe  （→ガイド準備中．．．） 

 資産（減価償却）管理 ------ AgSisan.exe  （→ガイド準備中．．．） 

 料金計算 ----------------------- AgRyokin.exe （→周辺ツールガイド） 

 利用権設定 -------------------- AgRicerepDat.exe （→周辺ツールガイド） 

 共済申請（個人） ----------- AgRicerep.exe （→周辺ツールガイド） 

 共済申請（団体） ----------- AgRicerepGrp.exe （→周辺ツールガイド） 

 クエリビルダ ----------------- DbQuery.exe  （→圃場 DBクエリガイド） 



 

－46－ 

 レポートデザイナ ----------- RptDesigner.exe （→ガイド準備中．．．） 

 農薬 DB管理 ----------------- Acdb.exe  （→周辺ツールガイド） 

 初期設定 ----------------------- Config.exe  （→初期設定ガイド） 

 背景図地理座標作成--------- WldMaker.exe （→圃場地図作成ガイド） 

 圃場図作成 -------------------- ShapeMaker.exe （→圃場地図作成ガイド） 

 圃場 DBアップデータ ------ DbUpdate.exe （→周辺ツールガイド） 

 圃場 DB接続管理 ----------- DbManager.exe （→周辺ツールガイド） 

 バックアップ ----------------- AgBackup.exe （→周辺ツールガイド） 

 

管理ファイル 

管理ファイルの構成 

本システムの管理ファイルは「圃場 DB」データベース内の複数のテーブル間で管理フ

ァイルコード（”BLOCKID”カラム）を共有するレコード群から構成される仮想的なファ

イルです。 

 

 

図 66 管理ファイルの基本構造 

（各テーブルで”BLOCKID”カラムを共有することで管理ファイルを構成） 

 

 

管理ファイルテーブル（T_DATAFIL）は管理ファイルそのものの登録情報を保持してい

ます。 

圃場地図テーブル（T_HOD, F_VECTOR, F_RASTER）はその管理ファイルに関連づけ

られている圃場地図ファイル（それぞれ圃場図ベクトル，背景図ベクトル，背景図ラス

タ）の参照パスを保持しています。 

マスタテーブル（M_*）は各種マスタデータを保持しています。 

台帳テーブル（T_*）は各種台帳データを保持しています。 

管理ファイルは初期設定プログラムの管理ファイル編集画面で登録管理します。 
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管理ファイルの作成単位 

管理ファイル（を構成する「圃場 DB」内のテーブル群）には圃場地図ファイルを除く

ほとんどデータが格納されています。 

本システムは，基本的に圃場地図（空間情報）に対して各種の情報（圃場や作付，作

業など）を関連づけて記録します。一方，時間情報に対しては特別な取り扱いをしてい

ません。空間情報が一次的な扱いであり，時間情報は二次的な扱いとなります。 

このため，時間管理を行う基本的な単位は管理ファイルが対象とする期間に合わせる

ように設定します。通常，農業経営に合わせて 1 年とか 1 作などの期間に合わせて管理

ファイルを作成することになります。 

一方，作付や作業のデータについては作付年や作業日として年情報の記録が可能とな

っているため，複数年に亘るデータを一つの管理ファイルに登録することも可能です。 

このように 1 作や 1 年などの期間に区切って（経営実態に合わせて）管理ファイルを

作成することも，1つの管理ファイルで複数年に亘る管理を行うことも可能です。 

ただし，本システムに含まれているいくつかの周辺ツールは管理ファイル全体を処理

対象として動作するので，これらの周辺ツールを使用する場合はその期間に合わせて管

理ファイルを作成する必要があります。 

台帳の依存関係 

土地台帳は台帳の基本（土地情報） 

本システムは，圃場地図をユーザインタフェイスとして使用し，各種のマスタデータ

を参照しながら，台帳データを入力・編集・出力するシステムと言えます。 

この台帳データの基本となっているのが土地台帳です。このことは圃場地図を見なが

ら圃場区画ごとに各種のデータを関連づけて記録するということからも理解できます。 

管理ファイルを構成・識別するために管理ファイルコード（BLOCKID カラム）がキ

ーとなっているように，圃場ごとに台帳を構成・識別するために本システムは土地台帳

に登録されている圃場連番値（ROWカラム）をキーとして使用しています。 

 

 

図 67 台帳テーブルの基本構造と関係 
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作付台帳は土地台帳の次（いわば土地利用台帳） 

図 67から分かるように，本システムでは最初に土地（圃場）があって次にその土地利

用（作付）があって，そして栽培作業や土壌成分，収穫物品質などが続くという基本的

なデータ依存関係に沿った台帳テーブル構成となっています。 

例えば，作付台帳に登録された作付番号（CropNo）・作物（Crop）ごとに栽培作業や

土壌・品質データが台帳に記録される構造となっています。したがって，作業台帳や土

壌・品質台帳の各レコードには，管理ファイルを識別する管理ファイルコード：

BLOCKID，圃場を識別する圃場連番値：ROW に加えて，作付番号：CropNo，作物コ

ード：Cropが必ず登録されています。 

このため，作付台帳に作付データが登録されていない圃場には作付番号および作物コ

ードが無く，栽培作業や土壌・品質のデータを登録することはできません。栽培作業や

土壌・品質などのデータを管理するには，必ず作付データを登録しておく必要がありま

す。 

圃場地図表示 

レイヤ構成 

本システムの計画管理（Manager.exe）では，初期設定で管理ファイルに登録された

圃場地図（背景図，圃場図など）が順次表示されます。 

 

 
図 68 圃場地図ファイル指定 

 

初期設定の圃場地図設定画面で指定された個々の圃場地図ファイルが一つずつ「レイ

ヤ（階層）」を構成します。このうち，圃場シェープ（ESRI シェープファイル）は最上

位のレイヤで画面の最も手前（前面）に表示されます。その次がベクトル形式の背景図

で，ESRIシェープファイルや AutoCAD DXFファイルなどのベクトルデータで構成さ



 

－49－ 

れた地図が表示されます。最下位のレイヤはラスタイメージ形式の背景図で，TIFF形式

やビットマップ，JPEG 形式の画像ファイルが表示されます。 

背景図の読み込み（表示）順 

ベクトル背景図およびラスタイメージ背景図は，それぞれのグループ内で後から読み

込まれた地図（圃場地図ファイル指定時のファイル番号が大きい，すなわち後から追加

されたファイル）が前面に表示されます。このため，最も広域で最背面になる背景図を

最初に指定し，以下順次前面にくるファイルを指定するようにします。 

以下の例は，「近中四農研サンプル」に福山市周辺の背景ベクトル図（シェープファイ

ル）および「基盤地図情報 25000切り取りサイト」（http://www.finds.jp/以下）で作成し

た基盤地図画像イメージ（GeoTIFFファイル：地理座標内蔵）と 2つの航空写真画像イ

メージ（ワールドファイル付き TIFFファイル）を追加したものです。 

 

 

(a) 複数背景図の表示例 

 

(b) 上記表示の圃場地図設定 

図 69 複数背景図の圃場地図登録・表示例 
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圃場図と土地台帳の対応関係 

本システムでは，OS 上のファイルとして存在する圃場図（ESRI シェープファイル）

内の各圃場区画と SQL Server で管理する「圃場 DB」データベース上の各台帳群に登録

されているレコードが参照する圃場区画への対応を「連番」フィールドで取っています。 

「連番」フィールドは圃場図属性では同名の「連番」フィールドとして管理・格納さ

れています。一方，圃場 DB上の各台帳テーブル内では「ROW」フィールドとして管理・

格納されています（ともに整数値）。 

 

 
図 70 圃場図属性テーブルの「連番」フィールド 

 

 
図 71 土地台帳一覧編集画面で見る「連番」フィールド 
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この値が一致する圃場区画と台帳上のレコードが対応関係にあります。 

圃場図に追加された圃場の同期（圃場図インポート） 

圃場図を変更して圃場区画を追加・削除すると連番値も追加・削除されます。この圃

場図上の変更を圃場 DB 上の台帳に反映するには，計画管理（Manager.exe）の圃場図

属性と土地台帳との同期機能を使用します（図 72）。 

 

 

図 72 圃場図属性インポート機能の呼び出し 

 

この「圃場図属性インポート」機能により，土地台帳にまだ登録されていない連番値

を持つ圃場図上の区画情報を圃場図属性ファイル（*.dbf）より読み込み土地台帳に反映

します。 

 

 

図 73 圃場図属性インポート処理の指定 

 

圃場図から削除された圃場の同期（削除圃場同期） 

逆に，圃場図から削除され，まだ土地台帳上に残っている連番値を持つ圃場について
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圃場 DB 内の各台帳上のデータを削除するには，計画管理（Manager.exe）の削除圃場

の同期処理を使用します（図 74）。 

 

 

図 74 削除圃場同期処理の呼び出し 

 

 

図 75 削除圃場同期確認 

 

圃場連番値の変更 

連年の圃場栽培管理において圃場の受委託や利用権設定の変遷に伴い管理する圃場の

追加や削除は当然起こります。また，管理圃場の合筆や分筆を繰り返している場合でも

圃場図上の管理区画の追加削除が発生します。これを繰り返していると圃場図上の区画

と圃場 DB内の各台帳上の連番との間でずれ（不整合）を生じる場合があります。 

また，かつて管理していたが一旦地主に返して再度預かり管理するようになった圃場

区画の場合などで，かつて管理していた頃の台帳データを残していた場合にその当時と

同じ連番値を使用すれば再度登録した圃場区画に対してかつてのデータを正しく結びつ

けることも可能となります。 

このように圃場区画と台帳上の連番を直接操作して対応関係を調整したいことがあり

ます。このような場合には，圃場図作成（ShapeMaker）の属性テーブル編集画面にお

いて，圃場図上の区画の連番値を直接変更して台帳上の圃場データと整合するように編

集することができます。 

圃場連番値を直接編集できるのはこの圃場図作成ソフトの属性編集テーブル画面のみ

です（図 70）。 
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圃場連番値はこれまでの説明のとおり，圃場図上の区画と台帳上の各データとを対応

づける非常に重要な項目です。このため，圃場図作成（ShapeMaker）の圃場図属性テ

ーブル編集画面でこの値を直接変更する場合はその意味・影響範囲をよく理解・確認し

た上で編集を行って下さい。 

 

管理ファイルの引き継ぎ・複写 

管理ファイルは通常，年単位や作単位で作成します。たとえば，2010年の管理ファイ

ル，2011年の管理ファイル・・・といった具合です。 

こういった作成・管理を行っている場合，前年・前作の管理ファイルを元に今年の管

理ファイルを作成することはよくあります。通常，年度間での圃場区画の追加・削除は

一部に限られますし，マスタデータの多くはそのまま次の管理ファイルに引き継ぐこと

ができます。 

こういった場合，管理ファイルを引き継ぐ操作を行います。これには，大きく２つの

手順を採ります。 

 

１．管理ファイル全体の複写 

２．管理ファイル参照による台帳単位の複写 

 

以下，それぞれについて概略を説明します。 

初期設定による管理ファイル複写 

前年や前作などの管理ファイルから今年や次期作の管理ファイルを作成しデータを引

き継ぐには，初期設定の管理ファイル編集画面で，新しい管理ファイルを追加し，元と

なる管理ファイルの内容を複写します。この際，複写するデータ項目（マスタおよび台

帳の各テーブル）を選択します（図 76）。 

 

 

図 76 管理ファイル複写時の複写項目指定 

 

引き継ぎ複写の際の留意点 

通常，前年・前作等の管理ファイルから複写する場合はマスタデータと台帳データの

うち土地台帳は複写対象に指定します。作付台帳については前年・前作作付を引き継い

でその一部を更新する形で新しい作付を作成するか，または一から作付を指定するかの
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管理方針に従って，引き継ぐ（複写する）か否かを選択すればよいでしょう。 

栽培作業台帳以下については，前年のデータを更新しながら新しいデータを追加する

というよりも，データがない状態から新しくデータを追加していくという方が操作的に

も分かり易いので，通常は複写しないでおくのがよいと思われます。 

 

 

たとえば，前年の栽培作業データを複写して引き継いだ状態で管理を始めると，ある作

業を前年実施していればそれはすべて実施済みとしてマップ表示されるので，本当に今

年の作業として実施したか否かが判別しづらくなります。今年実施した作業か否かを正

しく見分けるためには，マップ表示時に作付年の絞り込み指定を追加で操作しなければ

ならない，などの若干の操作上の手間が増えることになります。 

 

 

管理ファイルの複写の際に栽培作業台帳以下のデータを複写したとしても，計画管理

（Manager.exe）の編集メニューから台帳単位でデータ削除が実行できます。この台帳

単位の削除を行うと，複写しなかった場合と同様の初期状態（データがない状態）にす

ることができます（図 77）。 

 

 
図 77 「編集」メニュー下の台帳一括削除メニュー 

 

管理ファイル参照による台帳単位での複写 

管理ファイル複写時に複写しなかった台帳または複写後に台帳削除を行って全データ

を削除した台帳についてはデータが無い状態となっています。この状態で，作付データ

（作付台帳）と栽培作業実績データ（栽培作業台帳）については，別の管理ファイルか

ら台帳単位でデータを複写できます。 

これには，まず計画管理（Manager.exe）の「ファイル」メニューから参照する管理

ファイルを読み込み，次に編集メニューから「参照ファイルコピー」を実行します。予

め複写元となる管理ファイルを参照ファイルとして読み込んでおくことが必要です。 

 

 

作付台帳，栽培作業台帳以外の台帳については，現在，参照ファイルコピー機能は用

意されていません。将来的には実装される可能性はあります。 
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図 78 参照ファイルコピーメニュー 

 

圃場図ファイルの引き継ぎ・複写 

管理ファイルをはじめとするマスタデータ・台帳データはSQL Server上の「圃場DB」

データベース内に格納されており，これまでの初期設定での管理ファイル複写処理で継

承することができますが，その管理ファイル内に（初期設定の圃場図設定で）指定され

ている圃場地図ファイル（圃場図シェープ・背景ベクトル・背景図イメージの各ファイ

ル）は，OSファイルシステム上の指定されたパスに格納されています。 

年や作の切り替わりに伴い，管理ファイルを更新するタイミングに合わせて，農地の

貸し借り更新や合筆・分筆状況を圃場図に反映して圃場図を更新する場合は，できるだ

け以前の圃場図ファイルは保存しておき，新しい圃場図ファイルとして作成・保存し直

した上で，新しい管理ファイル内に登録することをお勧めします。 

本システムでは圃場図を構成するシェープファイルには 5 つのファイルがあります。

一つの圃場図について，ファイル名部分はすべて共通で拡張子が異なる以下の 5 つのフ

ァイルがあり，これらすべてが同一のフォルダ内に格納されている必要があります。 

圃場図ファイルを複写・移動する際は必ずこの 5 つのファイルをセットで複写・移動

してください。 

 

 *.shp ---------------------------- シェープ本体ファイル 

 *.shx ---------------------------- シェープインデクスファイル 

 *.dbf ----------------------------- シェープ属性ファイル 

 *.prj ----------------------------- 座標投影情報ファイル 

 *.epsg --------------------------- 座標系 EPSG コードファイル（本システム独自） 

 

これら 5 つのファイルは圃場図作成ソフト（ShapeMaker）で圃場図を更新（保存）

すれば作成されます。 

初期設定において管理ファイルに指定する圃場地図ファイルのパスは OS ファイルシ

ステム上の実際の格納先に合わせて適切に設定します。 

本システムが使用する外部データファイル 

本システムでは，SQL Server 上の「圃場 DB」データファイル，圃場地図ファイルの

他に，GPS ロガー類が出力した移動軌跡ファイルや，携帯端末用農作業記録作成ソフト

FaWLとのデータ交換に使用する FIX-pms文書ファイル，給与・資産管理のためのマス

タ情報設定インポート用エクセルファイル，レポートデザイナのレイアウトファイル・

エクセル向けのレポート出力ファイルなどを使用します。 

これらの外部データファイルは，既定では OS ファイルシステム上のパーソナルデー

タフォルダ（既定のドキュメントフォルダ：通常マイドキュメント）内に格納されます。 

なお，移動軌跡ファイルや FIX-pms文書ファイルの既定格納フォルダについては，管
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理ファイルごとに既定の格納フォルダを指定することもできます。 

これには，初期設定の管理ファイル編集画面を使用します。 

 

 

図 79 管理ファイル編集画面 

 

ここで，管理ファイルごとに既定のデータフォルダや FaWLフォルダ（FaWLとデー

タ交換するためのフォルダ）のパスを指定できます。 

本システムが使用する作業用一時ファイル 

本システムが動作する際にはいくつかの作業用ファイルが作成され保存されます。こ

れらの作業用一時ファイルは，以下のいずれかのフォルダパス以下に作成されます。 

以下の表記において，[]付きのパス部分は論理名ですので，お使いの環境（OS）に合

わせて実際の物理パス名に置き換えてください。 

 

 [CommonAppData]¥AGinfo¥PMS 

圃場地図，サンプル，PMS-OUTシステムシート・データ，

など 

 [AppData]¥AGinfo¥PMS¥ 

ユーザアクセスログファイル，構成プログラム設定ファイ

ル，など 

 [LocalAppData]¥AGinfo¥PMS¥ 

構成プログラムの設定ファイル，アクセスログファイル，

一時ファイルなど 

 [LocalAppData]¥temp¥AGinfo¥PMS¥ 

作業用の圃場図ファイル（一時的なコピー），FaWL 連係

時の BLOBデータ，など 
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問い合わせ先 

本システムを使用していてお気づきの点等ありましたら，巻末（奥付）記載の E-mail

アドレスまたは本システムのサポートサイト（http://www.aginfo.jp/PMS/）内の Q&A

掲示板にてお問い合わせください。 

その際，お問い合わせ内容に応じて，利用状況・環境や操作手順，画面状況などの詳

しい情報も添えてください。詳しい状況が再現・確認できないと対処法も分からず，十

分な回答を差し上げることができません。 

 

 

〔メモ〕 
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